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1 平面上に 3点O，A，Bがあり，OA = 2，OB = 3，ÎAOB = ¼
3
とする．点Aから直線OB

に垂線を下ろし，直線OBとの交点をHとする．また，点 Bから直線OAに垂線を下ろし，直

線OAとの交点を Iとする．直線AHと直線 BIの交点を Pとし，
¡!
OA =

¡!
a，
¡!
OB =

¡!
b とする

とき，次の各問に答えよ．

(1)
¡!
OHを，

¡!
b を用いて表せ．

(2)
¡!
OPを，

¡!
a ;
¡!
b を用いて表せ．

(3) 線分OPの長さを求めよ．

（宮崎大学 2015）

2 平面上に 3点O，A，Bがあり，OA = 2，OB = 3，ÎAOB = ¼
3
とする．点Aから直線OB

に垂線を下ろし，直線OBとの交点をHとする．また，点 Bから直線OAに垂線を下ろし，直

線OAとの交点を Iとする．直線AHと直線 BIの交点を Pとし，
¡!
OA =

¡!
a，
¡!
OB =

¡!
b とする

とき，次の各問に答えよ．

(1)
¡!
OHを，

¡!
b を用いて表せ．

(2)
¡!
OPを，

¡!
a ;
¡!
b を用いて表せ．

(3) 線分OPの長さを求めよ．

（宮崎大学 2015）

3 下図の平行六面体において，
¡!
a =

¡!
OA，

¡!
c =

¡!
OC，

¡!
d =

¡!
ODとし，4ACDと線分OFの交点

をHとする．さらに，四面体OACDが 1辺の長さ 1の正四面体であるとする．このとき，次の

各問に答えよ．

(1) 4ACDの重心が点Hに一致することを示し，2つの線分OHとHFの比OH : HFを求めよ．

(2) 内積
¡!
HE ¢

¡!
HFの値を求めよ．

(3) 4HEFの面積を求めよ．

（宮崎大学 2014）



4 四面体OABCの 3辺OA，AB，BC上に，それぞれ点P，Q，Rがある．OP = PA，AQ = 2QB

とし，点Rは点 Bとは異なるものとする．4PQRの重心をHとするとき，次の各問に答えよ．

ただし，
¡!
a =

¡!
OA，

¡!
b =

¡!
OB，

¡!
c =

¡!
OCとする．

(1)
¡!
OHを，

¡!
a，
¡!
b ，
¡!
ORを用いて表せ．

(2) 4ABCの重心をGとする．3点O，G，Hが同一直線上にあるとき，
¡!
ORを

¡!
b ，
¡!
c を用いて

表せ．

（宮崎大学 2015）

5 下図の平行六面体において，
¡!
a =

¡!
OA，

¡!
c =

¡!
OC，

¡!
d =

¡!
ODとし，4ACDと線分OFの交点

をHとする．さらに，四面体OACDが 1辺の長さ 1の正四面体であるとする．このとき，次の

各問に答えよ．

(1) 4ACDの重心が点Hに一致することを示し，2つの線分OHとHFの比OH : HFを求めよ．

(2) 内積
¡!
HE ¢

¡!
HFの値を求めよ．

(3) 4HEFの面積を求めよ．

（宮崎大学 2014）

6 下図の平行六面体において，
¡!
a =

¡!
OA，

¡!
c =

¡!
OC，

¡!
d =

¡!
ODとし，4ACDと線分OFの交点

をHとする．さらに，四面体OACDが 1辺の長さ 1の正四面体であるとする．このとき，次の

各問に答えよ．

(1) 4ACDの重心が点Hに一致することを示し，2つの線分OHとHFの比OH : HFを求めよ．

(2) 内積
¡!
HE ¢

¡!
HFの値を求めよ．

(3) 4HEFの面積を求めよ．

（宮崎大学 2014）














